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今年度、本園は開園４０周年記念の年を迎える。開園当初より「人とのかかわり」を重点に教育活動を進めてき

た「これまで」の歴史を受け継ぎ、「これから」の未来に向けて、多様性を尊重し一人一人が輝く「共に育つ・共に

育む」教育を、推進していく。 

今年度はとうきょうすくわくプログラムの事業を受け、「循環〜めぐり〜」をテーマに、幼児の興味・関心を高めるた

めの園庭環境や、空き教室を活用し造形活動を中心とした探究を深める室内環境を工夫する。幼児が様々な事

象や素材に出合い、自分なりに関わり、考えたり試したりする中で、自然の変化や季節のめぐりを感じ、豊かな体

験を重ねられるようにする。その際、園内のみならず、家庭や地域、外部諸機関と連携・協働し、幼児を取り巻く共

同体の循環が生まれることを意識したい。 

また、昨年度、練馬区教育委員会の教育課題研究推進園として発表した２年間の研究の成果である教育課程

の編成について、今年度は、その内容を日々の実践に落とし込み、さらに具現化していきたい。そのためには、まず

日々の保育実践を語り合い、一人一人の保育者が目の前の幼児の姿を丁寧に読み取り、幼児理解を深めたい。

引き続き、定期的に講師を招聘し、園内で研究研鑽を重ねるとともに、それを近隣の就学前施設に開き、地域の幼

児期の教育の充実と質の向上に寄与していく。 

 

１ 目指す幼稚園像 

（１） 教育目標 

  ○人権尊重の精神を基調とし、心身の健全な育成を図り、人間性豊かでたくましく、自立できる幼児を育成する

ため、次の目標を設定する。 

       自分で考えて動ける子ども 

       明るく元気な子ども 

       友達と仲良く遊べる子ども 

 

（２） 目指す幼稚園像  〜園はみんなの「うれしいところ」〜 

     『教職員・保護者・地域が“チームむらさき”として心をつなぎ 

子ども一人一人が輝く、笑顔あふれる幼稚園』 

○幼児が夢中になって遊び、豊かな体験と学びがあふれる幼稚園 

○それぞれの個性を受け止め、互いに認め合い共に育ち合う幼稚園 

○教職員がそれぞれの持ち味や特技を生かし、互いに学び合う幼稚園 

○子育ての喜びや悩みを共有し、保護者が安心して子育てを楽しめる幼稚園 

○保護者や地域が幼稚園の教育を理解し、「チームむらさき」として共に育む幼稚園 



２ 中期経営目標と方策（令和６年度～令和８年度） 

（１） 豊かな直接体験を通し、生きる力の基礎を育む 

  ○幼児の発達に即して、主体的・対話的で深い学びのある教育の実践 

○様々な人と関わり、互いのよさや違いを認め、共に育ち合う教育の推進 

  ○心揺さぶる豊かな体験を重ねられるような環境の工夫 

○架け橋期の発達の連続性を踏まえた教育活動の展開と連携の推進 

 

（２） 互いに尊重し協力し合う組織づくりと意欲的に学ぶ教員の育成 

  ○教員の資質向上を目指した研修の充実と共有 

  ○２年間の育ちを見通したカリキュラムマネジメントの確立 

  ○教職員間の連携推進と園の教育方針の共通理解 

 

（３） 家庭・地域と共に育む園の運営と子育て支援の充実 

  ○幼児期の育ちの特性や遊びを通した学びの分かりやすい発信   

  ○学校支援コーディネーターを中心に、修了生保護者や地域の人材の活用と連携の強化 

  ○在園児預かり事業の充実と地域の子育て支援のセンター的役割の推進 

  ○学校関係者評価を活用した幼稚園運営の改善 

 

（４） 安全・安心で、居心地の良い幼稚園づくりの推進 

  ○安心・安全な環境整備と、安全点検の定期的な実施及び対応 

  ○四季の草花にあふれ自然のめぐりを感じられる園庭と清潔で居心地のよい園舎の保全 

○危機管理に対する全職員の意識の高揚と共通理解 

   

３ 令和８年度の達成目標と具体的方策 

 

 

 

 

（１）遊びや生活を通して「豊かな体験」を重ねる教育の推進 

・少人数の特性を活かしながら、一人一人が尊重され、安心して園生活に取り組めるよう、教職員間の連携

を図る。特に介助員とは毎日の打ち合わせで情報と方向性を共有する。 

・一人の興味が周りに伝わる、昨日のできごとが今日につながるといった体験のめぐり、興味関心の伝播、関

係の広がりや深まりに着目し、長期指導計画の具現化を進める。 

・幼児が心揺さぶられる直接体験を重ねる中で探究心や知的好奇心を高め、感じたことや考えたことを様々

な方法で表現する喜びを味わえるような環境および教材の工夫を図る。       

・日々の保育後の振り返り、週１回の打ち合わせや月１回の園内研などの機会に、保育者一人一人が自分の

視点で幼児の姿を語り、肯定的な幼児理解と経験している内容の読み取りを深める。   

・思い切り体を動かす心地よさを感じ、多様な動きが自然に引き出されるような環境の構成を工夫する。               

・生活の中で自立の喜びを感じられるよう、個々の特性や発達に応じて、「やってみたらできた」という喜び

や「自分でやってみよう」とする意欲を育む指導・援助の工夫を図る。 

・園内で収穫した栽培物を食べる機会を作り、食への関心や喜びにつながるようにする。   

40周年の節目に、光が丘むらさき幼稚園の「これまで」を基に、「これから」を見据え、 

めぐり（循環）に着目した豊かな生活を展開する 



（２）教職員一人一人の資質向上を図り、互いに学び合うティーム保育の構築 

・それぞれの幼児理解に基づく教材研究や環境構成の方策が共有され、互いの考えや意図を伝え合いなが

ら共に試行錯誤できるような時間を保障する。 

・経験年数、ライフステージに応じ、役割分担や園務分掌を見直し、それぞれが得意分野で力を発揮しながら、

連携を深められるようにする。 

・講師を招聘しての園内研や特別支援教育研修など、互いの保育を開くことで具体的な援助や環境構成を

学ぶ機会をつくり、資質の向上を図る。（月１〜２回）         

・会議、打合せなど全体で進める業務と、個人で進める担当業務が勤務時間内に収まるように連携をとると

共に、効率を優先する部分と、時間を掛けトライアンドエラーの中で学ぶ部分を判断し、優先順位を明確に

示す。 

 

（３）保護者、地域、関係諸機関との連携、協力体制の醸成 

・40周年の記念行事に向け、園児や保護者が園のこれまでの歴史を知り、愛着をもてるような取組を工夫す

る。また「地域の幼稚園」として、地域の人材を活用したり、地域の未就園児や修了生がいつでも立ち寄れ

るような発信を工夫したりする。 

・本園の教育内容と幼児の育ちについて、連絡アプリや掲示板を利用し、管理職が中心となり分かりやすくタ

イムリーな発信を工夫する。   

・教育時間の終了後に行う預かり保育や、地域の未就園児に向けた未就園児保育や保育室開放、各行事の

地域への公開、待機児童解消事業への協力など、子育て支援及び地域に開かれた園運営の充実に努め

る。 

・父母の会、保護者サークル活動などを中心に、修了生保護者や地域の人材を活用しながら保護者同士が

つながりを感じる機会を作り、地域の子どもたちを共に育む意識を醸成していく。 

・配慮を要する家庭や個別に支援が必要な保護者に対して、関係諸機関と連携を密に取りながら、必要な情

報を共有し園全体で支えていく。その際、個人情報保護に十分に留意する。     

・近隣の保育所や小中学校、関係機関との連携を密にし、幼児が健全で豊かな心身の発達を促進できるよ

うにする。保育所や小中学校との学期に１〜２回の交流は、年間計画と評価反省を共有し、互恵性のあるも

のにしていく。 

       

（５） 安全・安心な幼稚園づくり 

・月一回、定期的な安全点検と避難訓練、教職員向けの研修を実施するとともに、「危機管理マニュアル」

「地震対策の手引き」「不審者対応の手引き」を共有し、園内の安全・安心に対する教職員の意識を高め、

自身の役割を自覚して行動できるようにする。 

・幼児の行動特性を的確に理解し、日々の教育活動における安全面での配慮を常に行う。重大な事故を回

避するために、ヒヤリハットの段階でささやかな情報も日々共有していく。園内の死角となる場は教職員全

員で共有し、常に複数で確認、情報を共有する。                                          

・家庭、警察、消防署、自治会、近隣保小中との連携の強化を図る。引き取り避難訓練、区・一斉防災訓練、

交通安全指導など保護者も安全な行動について意識を高める機会を学期に１回以上つくる。 

 

 

 

 



４ いじめ・体罰への組織的な対応 

 幼児期においても、いじめにつながるような言動があるという認識を全教職員がもち、幼児理解を深める。幼

児期のいじめ防止に向けての取組は、自己肯定感の醸成と他者理解の育成が重要な鍵となる。豊かな遊びや

充実した活動により、一人一人の幼児が自身の力を十分に発揮し、それを認められる経験を重ねることが、自

己肯定感や自尊感情、他者への共感や理解、尊重につながると考える。家庭と連携を図りながら、子ども自身

が愛されているという実感をもてるよう一人一人を大切にした教育を行っていく。また発達の特性から、他者と

の関係に困難を生じる場面もあるため、必要に応じて家庭や関係諸機関と密に連携を取り、組織的な対応を行

う。 

（１） 教職員の人権尊重に対する意識の醸成 

・人権教育担当教員を中心に、人権教育研修会などへ積極的に参加し、学んだことを伝達共有する。また

「人権教育プログラム」を活用した園内研修を行い、幼児期の発達段階に応じた適切な指導を行うと共に、

常に様々な差別につながる言動や環境がないかを見直し、改善を図る。                    月１回 

・教師の考え方、接し方が幼児の姿や関係に反映されることを肝に銘じ、教師自身が無意識のうちに偏った

考えや価値観でものごとを見てしまっていないかを教員間で振り返る。             朝会・職員会議など 

 

（２） 自分も人も大切にし、互いに違いを認め合う保育の展開 

・絵本・紙芝居などの教材や動植物などとの関わりを通して、相手を思いやったりいたわったりする気持ちを

育くむ。                                             降園時の集まり、当番活動、飼育物とのかかわりなど 

・困ったことや嫌なことがあった時に、身近な大人や友達に伝え、受け止められる経験を重ねる。また、自分と

は異なる他者の存在やその内面に気付き、受け入れ合う関係を育くむために、具体的な場面で考え合う機

会を意図的につくる。                                                     毎日の保育実践場面 

・相手にとって不快感を与える言動やいじめにつながる行動が見られた場合は、全教職員が協力して迅速に

対応にあたる。そのために、気付いたことや気になったことを率直に伝え合い、共にかかわる体制をつく

る。                                                                    毎日の保育実践場面 

 

５ 評 価 

（１） 園・学級経営における自己の振り返り 

・自己評価 年２回 学級経営案反省評価 長期休業前 

（２） 教員による幼児の変容における評価 

① 期ごとの指導記録（各学期） 

② 週ごとの指導記録 

③ 行事終了後、中間・年度末評価 

（３） 保護者による評価 

① 行事終了後のアンケート、懇談会、個人面談、園長との子育てトークなど 

② 年度末園評価アンケート 

（４） 学校関係者評価委員会（学校評議員会） 

・評議員会 年３回 行事終了後のアンケート、懇談会、個人面談、園長とのトークタイム 

（５） 結果公表 

・３月下旬 HPにて公表 


